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次第 
委嘱状交付 

経済観光局長挨拶

委員長／副委員長の選出

議事（現プラン振り返り 他） 

出席者 
（順不同、敬称略） 

委員 

吉田学園情報ビジネス専門学校校長 橋本 直樹 

株式会社アレクト 開発本部 プロデューサー 成田 穣 

株式会社北海道博報堂 
統合プラニング局クリエイティブコンサルタント 長岡 晋一郎 

ICCディレクター・合同会社 tab 代表 カジタ シノブ 

一般財団法人さっぽろ産業振興財団  
映像産業振興課国際展開チーフコーディネーター 李 嘉兒 

札幌市立大学デザイン学部 工藤 真由 

札幌市 

経済観光局長 田中 俊成 
産業振興部長 坂井 智則 

商業・経営支援担当課長 高橋 忠浩 

クリエイティブ産業担当係長 山本 浩貴 / 事務局 

クリエイティブ産業担当係 伊藤 実花 / 事務局 

オブザーバー 

さっぽろ産業振興財団事業本部長  和田 康広 
さっぽろ産業振興財団映像産業振興課長 野澤 歩 

さっぽろ産業振興財団映像産業振興係長 佐藤 有史 

株式会社北海道博報堂 新どさんこ研究所所長 山岸 浩之 



議事録 
委員の互選により、橋本委員長
が委員長に、カジタ副委員長が
副委員長に選出され、橋本委員
長の進行により議事が進められ
た。 

橋本委員長

学校法人吉田学園で吉田学園情
報ビジネス専門学校と北海道ス
ポーツ専門学校を担当していま
す、橋本です。 

長岡委員 

北海道博報堂の長岡です。映像
で言えば主にテレビＣＭ、ウエ
ブムービーなどの制作に携わっ
ています。基本はコピーライタ
ーをベースにしたクリエイティ
ブディレクターという職業をさ
せていただいております。 

成田委員 

株式会社アレクトのプロデュー
サーの成田です。弊社は、札幌市
に本社をもつＣＧプロダクショ
ンで、ゲーム、アニメのＣＧ映像
制作をしております。  

工藤委員 

札幌市立大学デザイン学部４年
の工藤真由です。皆様のように
メディアの専門的な知識はない
のですが、デザイン学部で学ぶ
身として何か大学生なりに力に
なれたらと思います。 

カジタ副委員長

合同会社ｔａｂの代表で、札幌
市のインタークロスクリエイテ
ィブセンターのディレクターも
務めております。もともとは、制
作系のディレクターをやってお

り、広告などの分野の映像が得
意です。 

李委員 

さっぽろ産業振興財団フィルム
コミッションの李と申します。
海外や国内の映画・ドラマ、映像
作品の誘致を担当しています。 

現プランについて 

事務局

事務局から現プランでの施策の
ふり返り等を行った。 

橋本委員長

現プランは映画、テレビに絞っ
たプランであったといえる。い
ろんな経緯があったと思うが、
観光行政が札幌市の重要な要素
であり、それに直結する波及効
果を期待する意味で映画、テレ
ビというところの振興を図って
いた大きな理由ではないかと感
じる。 

また、映像業界の関連データを
見ると、この改定委員会では映
画、テレビということだけでは
なくて、施策を広げる分野を検
討しなければいけないと感じて
いる。 

現プランで取り組んできた映画、
テレビで蓄積された知見を継承
しつつ、その分野を広げてどん
なことができるのか、市政とし
てどんな取り組みを考えていく
ことができるのかをこの委員会
で検証して、バランスのいい予
算配分になればいいと思う。 

市政として、観光の波及効果、シ
ビックプライドの醸成という目
標だけでは、不十分であり、産業
全体の底上げができたのか、産

業自体が振興されたか、就業人
員が増えたのかが非常に重要で
はないかなとは思う。 

この改定委員会ではそういう視
点ももって取り組まなければな
らないと思っているが、札幌市
の自己評価の中で、話題になっ
たことはあるか。 

事務局 

産業振興部というところにいる
ので、次のプランにおいて産業
の幅を広げた際には、その事業
で何人就職できたのかというこ
とや本市の施策に参加していた
だいたことで、その会社の売り
上げがどうなったかなどの変化
を捉えていかなければいけない
と思っている。その辺も御指導、
御提言いただきたい。 

カジタ副委員長

そもそも、なぜ映画、ドラマとい
うところに偏っている状況だっ
たのか、もし分かれば伺いたい。 

事務局 

文化や観光施策重視しており、
札幌のいいところを知ってもら
いたいといったときに、映画は
なじみがよかったのだという背
景だと認識している。映画を見
て札幌に来る。フィリピンのキ
タキタという作品を見て、直行
航空便就航したのは大きな成果
だと思っている。 

成田委員 

過去の施策を見ると、重きを置
かれるポイントというのが、観
光とか札幌市外のブランドが海
外に展開していく価値に結びつ
くかどうかというところに置か
れすぎているかなと思う。 



実写の作品であれば実際にある
場所や企業、ブランドが組みや
すいが、ＣＧとかアニメーショ
ンなど、ファンタジー色が強い
作品では、なかなか評価ポイン
トが結びつかない部分がある。 

例えば誘致するプロジェクトの
予算規模や札幌市内でどれぐら
いの人たちがそれで雇用が生ま
れるのかとか、経済的な波及効
果があるのかという部分を行政
側に評価していただけるように
したほうがよい。 

海外の大手の配信業者たちは、
ローカルプロモーションを重要
視している。例えば路面電車で
探偵はバーにいるというラッピ
ングの電車が走っていると、み
んなこの作品が札幌で撮られて、
今度、劇場公開したら見てみよ
うかなと思うだろう。単純に地
上波でＣＭが流れくるのを見る
のではなくて、そういう接点を
直接市民がもつ場をつくるとい
うのも、行政側が支援していく
形として非常に価値がある。 

橋本委員長

シビックプライドがどこまで醸
成されたのか、一般市民の方々
がどれだけ映像のまち札幌とい
う認識をもったのか、その評価
はいかがだったか。 

事務局 

数値目標のうち映画やテレビの

番組撮影に協力したいと感じる
市民の割合が高まったのが、一
つの指標と考えている。 

橋本委員長

今後、どのような分野に広げて
いくかというのは、これから議
論するわけだが、その何かが札
幌のシビックプライドに結びつ
けられればよいと思う。 

コンピューターグラフィックス
に２０年ぐらい前から教育で携
わっているが、非常に今、札幌が
注目されているまちと感じてい
る。 

映像分野の範囲 

橋本委員長

映像分野の範囲について話を移
行したいと思いますが、データ
や札幌市の資源を見ると、今ま
での映画、テレビ分野に加えて、
コンピューターグラフィックス、
あとはウエブを中心とした広告
関係の映像分野というのを広げ
るというのが見て取れるのでは
ないかと思うが、いかがだろう
か。 

成田委員 

札幌の弱みの部分というのは、
逆に伸び代かなと思っている。
就労人口に関しては、もっとや
はり伸ばしていかなければいけ
ない。札幌で学びの場は、非常に
今、充実してきているが、彼らが
就職する先をもっと充実してい
く必要があると思います。そう
すれば、札幌市に還元するもの
も、その分大きくなってくる。 

付加価値額の部分でみると、福
岡はゲーム産業、アニメで地方
発のＩＰを開発して、それを全

国に展開している企業が多い。
札幌の企業もＩＰをつくってい
って、全国というより世界に打
って出るぐらいのスピード感で
やっていかないと、生き残って
いけないのではないかなという
ぐらいの危機感を今もっている。 

橋本委員長

今、東京でかなり活躍している
コンピューターグラフィックス
の企業が、札幌進出をもう既に
済ませた、もしくはこれから助
成金を活用して札幌に進出をす
るという案件が結構ある。ゲー
ムの企業が札幌スタジオをつく
る、もしくは札幌に新しく本社
機能をつくるといったようなお
話もたくさんある。 

今アニメはすごく追い風であり、
もう既に企業が札幌に進出をし
始めているといったところも踏
まえ、コンピューターグラフィ
ックス分野というのは、映像分
野にやはり加えて、市政事業と
しては発展させるべきだと考え
る。

CG分野 

橋本委員長

市内の様々な産業の映像に対す
る需要の拡大を図る取り組みと
して、製造業やサービス業のプ
ロモーション活動や広告活動、
広告部門を中心とした映像クリ
エイターがうまくお仕事につな
がれば双方にメリットが生まれ
て、経済が伸びていくと思う。 

長岡委員

広告の世界で言うと、テレビや
新聞などのマス広告は減少傾向
にあるが、ウエブ広告全般は伸



びている。その中でも、インスタ
グラムやフェイスブック、Ｙｏ
ｕＴｕｂｅなどに上がる動画広
告がすごく増えている。 

傾向として、メーカーや事業者
が自分たちのスマホだけでつく
れてしまうという、インハウス
化が進んでいる。 

今後、自分たちでつくれるお手
軽なものと、プロがつくったも
のというような二分化していく
だろう。 

映像に関わるプロのほうからす
ると、どんな映像をつくればい
いのかとか、こういうつくり方
をすると効果的なのだというよ
うなコンサルティング領域に軸
足をシフトしていくことになる。 

カジタ副委員長

こういうものをつくってくれと
言われたときに、そのまま制作
はできますよというような企業
にはもう仕事はいかなくなる。
もっとこういうふうにしたほう
がいいですよという提案ができ
る企業でないと、生き残ってい
けないのではないかなと思う。 

ウエブに関する広告は、映像が
増えており、映像の訴求力とい
うものが圧倒的に強いというの
が、データ上も出ているであろ
う。これから５Ｇなどが広がれ
ば、コンテンツとして映像がよ
り強くなっていく。 

ウエブサイト自体にも映像を組

み込むことも非常に増えてきて
いるので、圧倒的に二分化はし
ていくという部分はある。 

また、この間トラッキングの選
択が可能になったことで、また
ウエブの業界も変わってくるの
ではないかと思う。 

橋本委員長

ユーチューバーやゲーム実況者
も増え、映像というものに対し
ての抵抗感がどんどんなくなっ
ているかなという実感は大きい。
そこに、いかに広告をくっつけ
て儲けるかというところの情報
は、今、非常に転がっているので、
学生さんたちのほうが、そうい
う情報にたけているかなという
ふうに感じる。 

李委員 

札幌フィルムコミッションとし
て活動していて、映画やドラマ
は東京から撮影隊を連れてきて、
撮影が終わったら帰るという印
象がある。フィルムコミッショ
ンとしてはその中で、市内の事
業者とどのように絡めることが
できるかに力を入れている。 

誘致作品では、専門学校にお願
いして学生に生の現場を見ても
らう機会をつくっており、大人
の働いている現場を学生に見せ
ることは大事だと考えている。 

ただ、札幌には映画会社がない
ので、就職で東京に行ってしま
う。人材と企業をマッチングさ
せて、札幌に残ってもらうこと
が今後の課題のひとつと感じる。 

橋本委員長

一時は、ゲーム、ＣＧの分野の企
業は札幌に少なかったので、実

際に東京に出て行ったまま戻ら
ないという、卒業生はたくさん
いる。 

しかし、今、札幌が非常に魅力的
なまちであり、企業を誘致して、
札幌に根付く企業として頑張ろ
うとされている企業もある。よ
い人材が札幌に定着して、よい
企業が増え、そしてよい作品が
生まれて、映像のまち札幌とな
ればと思う。 

成田委員 

自社でも人材の確保と育成は、
大きな経営課題の一つである。
福岡、札幌、東京、仙台、青森と
採用活動している。 

ただ、まだまだ認知度も少ない
ので、本当にいい人材は東京の
大きなプロダクションへ行って
しまうのが現状。 

人材確保する上で、学校のカリ
キュラムとも連携した形で、何
かやれないかと考えている。 

学校側も限られた予算の中で特
別授業やアニメの制作現場を体
感してもらえるような機会とい
うのを何とかつくろうと思って
おり、そこに自社も参画して力
になっていきたいと思っている
が、ＣＧプロダクションとして、
日々ものをつくっていかないと
経営として成立しないという現
実がある。 

例えば企業が学生に制作現場を
体感してもらえるようなインタ
ーンプログラムをつくり、そこ
に学生が学費を払って参加し、
札幌に就職した学生には札幌市
から授業料を免除するなどの施
策ができれば、優秀な人材も札
幌に残ってもらえるのではない



か。 

東京では大手のプロダクション
がシステマティックに作品を制
作しているが、札幌ならではの
作り方や人材、才能のようなも
のが生まれれば面白いと感じる。 

自社でもそういうつくり方を目
指しており、モーションキャプ
チャーのスタジオで、登別伊達
時代村と一緒に時代劇アニメを
つくっている。そういうオリジ
ナリティーのある施策ができれ
ば面白い。 

特色をもったプロダクションが
増え、競争のある環境が札幌市
につくれればいいなと思う。 

福岡との比較 

橋本委員長

福岡は大手ゲーム企業が発端と
なり、県、市を巻き込んで、ゲー
ム都市宣言というのをしており
コンテストや人材育成、インタ
ーンシップを市と企業で一緒に
やっている事例がある。 

イベントをやるときに市長がコ
スプレで参加したりと、市民か
ら見ても、このまちはゲームを
応援しているのだなとわかりや
すく、シビックプライドにもつ
ながっているのではないかと思
う。 

施策の可視化も上手である。Ｇ
ＦＦという２００４年から手弁

当で始まった福岡のゲーム団体
も、知名度が高く、世界からも注
目されており、産官学連携もし
っかりされている。うまくいか
ないこともあるだろうが、うま
くいっているように見えるのが
すごい。 

福岡だけでなく全国どこからで
も参加可能な完全無料インター
ンシップをやっている企業もあ
る。自社に就職しなくともゲー
ム業界全体が潤い、福岡県のゲ
ーム企業に入るきっかけになれ
ばとの、非常にプライドもって
やっている。産官学、三位一体の
組織がうまくいっているように
見える。 

工藤委員 

地元である札幌が好きだが、就
職先をうまく見つけられない。
特に映像系の会社だと大手の就
職サイトでは引っ掛かからず、
学校やゼミの先生に頼んで何と
か紹介してもらった。私は大学
に通っているので、紹介先があ
るが、大学や専門学校に所属し
ない人は東京に行きやすいので
はないかと思う。 

札幌はとてもいい場所であるが、
東京で行われている講義を見て
いると（札幌の環境は）ちょっと
物足りないかなと思う。 

橋本委員長

今、ゲームを教えている専門学
校７校が集まって就職イベント
をやっている。もともと専門学
校は学生の奪い合いであり、入
口は敵であるが、学生が就職す
るための土壌を整えようと、合
同企業説明会をやっている。 

この委員会でインターンシップ
や人材育成はもちろん、就職先
の確保も実現できるようなプラ
ンになるとよい。 

フィルムコミッション 

李委員 

この５年間、札幌フィルムコミ
ッションとして、主にこの活用
推進プランを基に運営を行って
きたが、改善点だけでなく誘致
した映画・ドラマの件数など実
績も多いと感じる。 

２０１８年に誘致した「こんな
夜更けにバナナかよ」は、ＪＦＣ
の優秀賞や愛媛映画祭のロケー
ション大賞をいただいた。映画
を誘致するとき、脚本の段階か
ら支援をしており、ロケ地や専
門学校の学生を紹介するなど、
地域の活性化も意識している。
次のプランもそういった目線で
映画作品を誘致、支援すること
は賛成である。 



また、札幌フィルムコミッショ
ンの認知度はまだ低いが、スム
ーズな撮影環境をつくるために、
知名度をあげていくのは大事で
ある。産業振興の観点でも、認知
度が高まることにより、人材育
成事業を開催する際などに、信
用度が高まる。 

成田委員 

以前、アニメで北海道新幹線の
エピソードがあるので、ロケハ
ンしたいとの相談を受け、フィ
ルムコミッションを紹介したこ
とがある。そのほか、アイヌ文化、
北海道独自の文化というのもあ
るので、そういう部分を体感し
たいという人もいる。 

ＣＧ制作で言うと、北海道は、非
常に自然資源が豊富であるので、
スキャニングや地形データを基
に、全く違うファンタジーな世
界をつくる際の参考とするよう
なことも今後、出てくると思う。 

今後、誘致の件数が多くなると
北海道の自然資源、札幌の資源
自然をどう守るかというのも、
フィルムコミッションに求めら
れてくると思う。 

商業映像 

長岡委員

福岡の映像のクオリティーが高
いのは、広告業界では明らかで
ある。福岡市と札幌市を人口で
比較すると、そんなに差がない

ように思えるが、福岡の経済圏
には中国、四国地方も含まれて
いる。東北の仕事というのは、北
海道に来ることがあまりなく、
東京に行く。中国、四国の仕事は、
大阪や九州に行くため、実は経
済圏が大きい。 

映像に限らない話であるが、北
海道で、クオリティーや経済を
大きくしていくには、何か大き
く稼げるようなことをつくって
いかないと好転はしないのでは
ないか。 

ユーチューバーですごく成功し
ている人も世の中に出てきてい
るので、そういう人が札幌から
出ていくようなところに可能性
を感じる。迷惑系ユーチューバ
ーなど、社会一般のイメージも
悪い部分があるが、つくり方な
どを教えていくことで、学生が
道外に流出せず、地元でつくっ
てみようと考えてもらえるので
はないか。 

工藤委員 

YouTubeのゲーム実況を観たり
すると、北海道とか札幌の名前
が出ることや昔やっていたＣＭ
のまねをネタにして盛り上がる
ことがある。コメント欄を見る
と反響があるので、道外でゲー
ム実況を見ている方たちからす
ると、そこが北海道を知るきっ
かけになっているのかなと思う。 

カジタ副委員長

今まで育成事業としてやられて
きたドキュメンタリー制作実技
などは、需要と少し乖離してい
る感じを受けた。なので、インタ
ーンシップのような具体的に事
業者のところで学べるシステム
はいいと思う。 

北海道の少し地方に行くと、ま
ちづくりや村づくりなどの特性
をもった映像を制作している人
がいるが、札幌の個人で制作し

ている方たちには、あまり地域
性を感じず、東京でやっても変
わらない部分がどうしても出て
きてしまい難しいと感じる。 

クオリティーの話で言うと、手
足の部分で仕事をする方たちが、
どうしても多いというのが現状
としてあるため、いわゆる下請
的な作業から、それをよりよく
していくということに発想を変
えていかないと、やはりクオリ
ティーのバランスも取りづらい
のではないかと思う。 

海外プロモーション映像活用事
業については、現地の人の価値
観などが分からないと、なかな
かクオリティーのコントロール
というのは難しい。海外プロモ
ーションというのはとってしま
って、広告映像全般に対して補
助することができればいいので
はないか。 



成田委員 

最近は、ウエブ広告というので
はなく、ショートムービーのよ
うな一つの作品としてコマーシ
ャルをつくっている企業があり、
今後も増えていくだろう。 

海外販路に関しては、海外から
札幌を見たときにどこに関心を
もってくれるのかというのは、
海外の人でなければ分からない
と思っている。半分ぐらいが海
外のお客さんだという観光施設
にも聞いたことがあるが、旅行
代理店さんがお得意様でいらっ
しゃって、その独自のネットワ
ークがあって、彼らとコミュニ
ケーションをしながら営業して
いると言っていた。そういう人
たちに向けたコンテンツづくり、
もしくはそのコンテンツを欲し
ている人たちに対して提供、撮
影したことへの支援も増やして
いいのかなと思う。 

李委員 

フィルムコミッションでもチラ
シや紙媒体をつくっていたが、
ここ２年ほどウエブ広告を出し
てみて、反響を感じている。フェ
イスブックやＳＮＳ、YｏｕＴｕ
ｂｅなどはやはり目に触れやす
い。 

クオリティーが低いものは、す
ぐスキップするが、大手のきれ
いな映像や有名な人ではなくて
もストーリー性ありそうな映像
だと、５秒ではなくてもう１分
見ようかなということはあるだ
ろう。 

北海道の会社はまだウエブに抵
抗感がある。高いクオリティー
の映像事業者があるのになかな

か企業とマッチングできていな
いので、引き合わせることがで
きればよい。 

橋本委員長

個というか個人の制作が非常に
増えているため、イベントや展
示会など、それらのマッチング
機会を創出しなければいけない
のかなと考える。 

カジタ副委員長

ウエブの案件も仕事としてやっ
ており、その中で映像を受ける
ことももちろんあるが、自社は
いわゆる映像業者ではなく、ウ
エブの制作とか企画会社寄りで
ある。 

そういう事業者も対象に広げて
いくことで、例えば展示会をや
る場合でも、もっと多様なマッ
チングの可能性が増えてくるの
ではないか。 

長岡委員

映像の補助金事業があるが、こ
の補助金をウエブの映像広告を
つくりたい市内の企業の方々に
応募してもらい、企業なり個人
なりの方々に、その条件でやれ
るかやれないかというのを周知
し、コンペのような、そういうマ
ッチングの方法もあるのではな
いかと思う。 

工藤委員 

クリエイターが集まって活動し
ている事務所のようなものは東
京のほうにしかない。企業とい
うよりはサークルに近くなって
しまうかもしれないが、学生ク
リエイターが所属できたりする
ような、そういう場所が札幌に
もあったらいいと思う。 

閉会 

山岸様（オブザーバー） 

北海道が好きな人は全国でもト
ップクラスで、特に女性と若い
方の北海道愛は強く、大きな引
力になっているのではないかと
考えている。 

一方で、道外、札幌外に出られて
しまうことは課題であるため、
北海道愛に根ざしたところを、
活用すべきと感じる。 

前回のプランからクリエイティ
ブが民主化してきたというか、
誰でも映像コンテンツ含めて、
クリエイティブな活動ができる
状況になってきたため、その
方々が相談できる場所、その方
同士のシナジー効果が生まれる
ような場所が、必要になってく
ると感じた。 


